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下
野
市
で
は
、
A
R
（
拡
張
現
実
：
ア
グ
メ
ン
テ
ィ
ッ
ド
・

リ
ア
リ
テ
ィ
）・
V
R
（
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
）
を

活
用
し
、『
V
R
東
の
飛あ

す
か鳥
』
‒
甦
る
下
野
薬
師
寺
‒
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
制
作
し
ま
し
た
。
こ
の
ア
プ
リ
に
は
マ
ッ

プ
ガ
イ
ド
、
観
光
ガ
イ
ド
、
バ
ー
チ
ャ
ル
映
像
、
す
ご
ろ
く

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
等
の
機
能
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
バ
ー
チ
ャ
ル
映
像
に
つ
い
て
は
、
国
指
定
史
跡
下
野

薬
師
寺
跡
の
建
物
復
元
等
を
高
精
細
C
G
に
よ
り
お
こ
な
い
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
に
よ
り
史
跡
地
内
の

五
か
所
で
V
R
の
パ
ノ
ラ
マ
画
像
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
復
元
C
G
画
像
等
を
用
い
た
下
野
薬
師
寺
を
紹
介
す

る
た
め
の
映
像
も
制
作
し
ま
し
た
。

　

下
野
薬
師
寺
は
西
暦
六
八
〇
年
頃
、
中
央
で
活
躍
し
大
宝

律
令
の
選
定
に
も
か
か
わ
っ
た
下し

も
つ
け
の
あ
そ
ん
こ
ま
ろ

毛
野
朝
臣
古
麻
呂
が
建
立

に
関
与
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
下
毛
野
一
族
が
治

め
て
い
た
の
は
、
現
在
の
下
野
市
を
含
む
河
内
郡
周
辺
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
下
野
薬
師
寺
は
そ
の
後
、
東
国
の
仏
教

文
化
の
中
心
的
施
設
と
し
て
、
氏
寺
か
ら
国
営
の
国
立
寺
院

と
な
り
、
そ
れ
に
伴
い
大
改
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
工

事
の
際
に
は
、
平
城
京
の
寺
院
や
宮
殿
の
建
設
を
指
揮
し
た

工
人
の
棟
梁
と
考
え
ら
れ
る
於う

え
の
い
み
き
こ
お
び
と

伊
美
吉
子
首
（
本
籍
：
平
城

京
右
京
三
条
三
坊
）
が
「
下
野
国
薬
師
寺
造
司
工
」
と
し
て

赴
任
し
て
い
ま
す
。
彼
は
、
当
時
七
九
歳
で
、
従
六
位
上
の

位
階
を
も
っ
て
い
ま
し
た
。
木
工
、
石
工
、
左
官
、
瓦
職

人
、
金
属
加
工
、
仏
像
製
作
、
絵
師
な
ど
の
様
々
な
職
人
を

連
れ
、
総
指
揮
権
を
も
っ
た
「
大
工
」
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
現
代
に
置
き
換
え
れ
ば
大
手
建
設
企
業
体
の
現
地

総
責
任
者
の
よ
う
な
立
場
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
各
部
署
で
相
当
数
の
人
員
が
働
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
現
代
の
工
事
と
違
い
す
べ
て
は
手
作
業
で
、
人
海
戦

術
に
よ
る
作
業
で
し
た
。
礎
石
と
な
る
一
ト
ン
以
上
も
あ
る

石
材
は
、
鹿
沼
市
深
岩
地
区
か
宇
都
宮
市
大
谷
地
区
か
ら
、

各
建
物
の
柱
と
な
る
材
木
も
那
須
・
足
尾
・
日
光
、
八
溝
な

ど
の
山
塊
か
ら
運
ん
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
長
さ
十
五
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
で
数
千
本
以
上
の
鉄
釘
の
原
料
と
な
る
砂
鉄
も

黒
川
や
思
川
、
藤
岡
地
区
南
部
の
渡
良
瀬
遊
水
地
付
近
で
採

集
さ
れ
、
製
鉄
が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
瓦
は
宇
都

宮
市
の
県
庁
北
側
の
水
道
山
の
登
り
窯
で
作
ら
れ
、
成
人
男

性
が
十
枚
（
約
六
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
）
程
度
を
薬
師
寺
ま
で
背

負
っ
て
来
ま
し
た
。

　
西
暦
七
六
一
年
に
は
、東
大
寺（
奈
良
）、筑ち

く
し
か
ん
ぜ
お
ん
じ

紫
観
世
音
寺（
福

岡
県
）
と
下
野
薬
師
寺
に
日
本
三
戒
壇
と
呼
称
さ
れ
る
戒
壇

が
設
置
さ
れ
、
東
日
本
（
上
野
国：現
在
の
群
馬
県・武
蔵
国：

現
在
の
埼
玉
県
・
東
京
都
・
相
模
国
：
現
在
の
神
奈
川
県
以
東
）

で
僧
に
な
る
た
め
の
優
秀
な
人
材
が
集
ま
り
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
古
代
東
国
随
一
の
仏
教
文
化
の
中
心
的
施
設
で
あ
っ

た
下
野
薬
師
寺
も
律
令
体
制
の
機
構
改
革
や
中
世
以
降
の
戦

乱
に
よ
り
す
べ
て
が
失
わ
れ
、
現
在
は
回
廊
の
一
部
が
復
元

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
か
つ
て
の
威
容
を
う
か
が
い
知
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。　

　

そ
の
た
め
、
こ
の
荘
厳
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
最
盛
期

の
下
野
薬
師
寺
の
建
物
な
ど
、
往
時
の
姿
を
体
感
で
き
る
よ

う
伽
藍
全
体
を
C
G
で
復
元
し
ま
し
た
。
復
元
し
た
建
物
群

は
平
安
時
代
、
塔
が
再
建
さ
れ
た
頃
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
古
代
寺
院
の
全
容
、
伽
藍
配
置
を
す
べ
て
復

元
す
る
試
み
は
、
あ
ま
り
例
が
な
く
、
今
後
、
文
化
財
等
の

活
用
促
進
と
観
光
資
源
化
を
進
め
る
上
で
有
効
な
も
の
と
な

り
ま
す
。

　

一
年
間
か
か
ら
ず
に
、
す
べ
て
の
建
物
が
建
っ
て
し
ま
う

Ｃ
Ｇ
を
見
た
ら
、
古
麻
呂
や
当
時
の
工
人
達
、
監
督
を
し
た

於
伊
美
吉
子
首
は
ど
ん
な
感
想
を
持
つ
で
し
ょ
う
か
？
ま
た
、

想
像
で
復
元
し
た
建
物
の
精
度
に
つ
い
て
、
ど
ん
な
評
価
を

も
ら
え
る
か
、
見
て
も
ら
い
た
い
よ
う
な
仕
上
が
り
と
な
り

ま
し
た
。

古
麻
呂
も
ビ
ッ
ク
リ
！

問
４

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

栃
木
県
の
「
と
ち
ぎ
の
元
気
な
森
づ
く
り
県
民
税
」
は
い
く
ら
？　

①
1
0
0
円　

②
7
0
0
円　

③
2
，0
0
0
円


